
 

 
進化するＡＩ 
 
 わが国の豚人工授精（ＡＩ）の普及は、欧米に比較し、大幅に出遅れたものの、ここ１

０年来、着実に定着してきた。その利便性も各農場によりさまざまではあるが、養豚経営

の各種要因に大きく関与してきた。今回は、精液の全体像を見つめ直し、進化するＡＩを

検証してみたい。 
 
（1）精子性状 
 豚の精子は１分間に６０００個の割合で生産されるが、１回の射精に含まれる精子数は

２００～１０００億個で平均５００億個である。射精量は１００～５００ml で、平均２０

０ml となる。 
 精子の色は精子濃度により半透明～クリーム色で、臭気は使用頻度により差があるが、

無臭に近いほど正常な精子である。奇形率は個体により、または周年の差があり、夏～秋

に増加するが、平均的には３～７％である。pH は６・５～７・３で、平均６・８。活力は

＋＋＋で表現し、通常は７０＋＋＋以上のものが使用される。 
 受胎に必要な精子数は海外においては有効精子数で２０億で流通しているが、日本国内

における段階的な実証データは少ない。一般的には、３０億個が概念とされている。 
 精液中の細菌数は原精液１〓中に最低５５００～４万８０００個（平均２万７０００個）

存在し、季節により細菌数と菌叢に差が出る。添加抗生物質はペニシリン、マイシリンゾ

ル、アミノ配当体…と選択の幅は多い。保存温度と期間は希釈保存剤の成分により差があ

るが、１５℃を主体として、５～２０℃までの幅がある。保存期間についても２～３日か

ら７～１０日である。 
 



（2）遺伝能力 
 今後の農場の経済性を左右する一つの要因として、種豚精液の遺伝的能力が特記される。

さらには発育スピード、肉質、繁殖性、強健性が挙げられる。輸入豚肉との競争の中で、

品質徹底追求型育種ということでは、日本はやはり肉質という品質にこだわらなければな

らないだろう。肉質としては、ポークカラー、脂肪交雑、脂質などの外観、柔軟性や硬度、

また、肉汁の味が挙げられる。 
 進化するＡＩには、育種メーカーの育種哲学への思いが込められる。表１では、富士農

場サービスの１９８５年・現在・２０２０年目標の育種の推移を具体的な数値で紹介する。 
 
（3）衛生・防疫 
 人工授精所の約束事では、毎年春先に行われる農林水産省の種畜検査がある。検査項目

はＡＤとブルセラである。防疫は個人↓地域↓国内↓国家防疫へと拡大する。そして、防

疫３原則には病原体と感受性動物と感染経路が伴う。 
 
（4）精液に関する保険 
 細菌、ウイルス…と見えない世界の疾病の安全・安心対策として、万が一に供給した精

液が原因で疾病に感染した場合の保険の可能性について保険関連会社に聞いてみた。 
 ＰＬ法〓精液は農産物加工品ではないので、対応できない。加入不可能との返答であっ

た。ただし、一定条件をのめば賠償責任保険も存在する。 
 精液がより安全な育種流通手法であると推進するために、表２を見てほしい。ＡＩセン

ターにおいては、〓自主的な衛生対策、〓作業対策の見直し、〓検査方法の確立などが必

須である。 
 
精液中の細菌汚染について 
 
 富士農場サービスにおいては、具体的に抗生物質の組み合わせで、表３のようにもっと

も暑い８月の細菌発生の多い月でも１４日間はすべての細菌の発生を抑制できる手法を１

９９０年に開発した。 
 しかし、ウイルスについては感染精液からの精子クリーニング法、感染時期とウイルス

排出時期のタイムラグおよび感染力を持つ時期について現在のところ不明であり、血液検

査が（－）反応でも、精液も（－）反応ともいえない、と専門機関はいう。 
 これは生体も同様の考え方ができる。また、国の指針においてもＰＣＲ法による病原体

の遺伝子検出も（＋）反応、（－）反応の誤差や技術、不確定因子も多く、補助的手段にし

かなりえないという検査の不透明、グレーゾーンの部分である。したがって、多くの文献

を探らざるを得ない。 
 日本の養豚の発展のために、理想的な体制の確立を目指して考えられること、できるこ



との実践をするしかないと思われる。業界全体の力が必要である。 
 

 
 
 
表１ ＡＩセンターの種豚の確保 
表２ ＡＩに関連する疾病～豚慢性病清浄化に向けて～ 
 



 
表３ 希釈液の保存性と細菌 


